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報

大阪大学大型計算機センター日誌

（連用関係）

5 8. 7. 1 教育広報委員会

7. 6 

7. 6 

7. 13 負担金検討小委員会（東大）

7. 15 臨時センタ

7. 2 2 全国共同利用大型計邸機センター連用会議（東北大）

7. 2 2 センター長懇談会（東北大）

7. 2 3 大型計罪機センターの今後のあり方検

7. 2 5 センター

7. 2 5 日本電気と

7. 2 7 

（東北大）

8. 8 統計情報研究会（京大）

8. 19 大型計罪機センターの今後のあり方検討委員会（東大）

8. 21 センター

新センター長小泉光息（産業科学研究所教授）

前センター長関谷 全（工学部教授）

8. 29 臨時センタ

9. 7 データベース

9. 9 データベース小委員会

9. 19 センター

9. 19 日本電気との定例会議

9. 21 

9. 30 負担金検討小委員会（東大）

（システム関係）

58. 7. 1 言語Cのサービス開始

最小二乗法標準プログラムSALSのコンパイルオプション変更

ネットワーク用コマンドの機能追加

s. 1 NTSSサブシステムのコマンド追加

XYプロッタ (N6928C)の作図範囲の拡大

図形ライブラリファイルの名称変更

8. 29 オペレーティングシステムのバージョンアップ (R10.1) 
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報告

第50回全国共同利用大型計算機センター

運用会議議事要旨

日

場

議

時

所

事

昭和 58年 7月22日（金）

東北大学大型計算機センター

ー 報告事項

•• 1
2

 

3. 

各センターの現況について

各研究会（コンピュータネットワーク研究会、統計情報研究会、計算機言語研究会、プロ

グラムライプラリ研究会、データベース研究会）について

負担金検討小委員会について

．

．

．

 

4

5

6

 

センター長会議について

事務長会議について

第 4回研究開発連合発表講演会について

n
 

審議事項

1. 負担金検討小委員会の改組について

東北大学から、負担金検討小委員会をこれまでの運用会議の下から切り離し、センター長

会議の下部組織にすることについて提案があり、了承された。

2. センター現況報告の「処理状況」の表示内容について

このことについて審議の結果、表示内容の整理検討を統計情報研究会に依頼することにな

3. 

った。

学内計算センター及び共同利用研のサーバ・ホストについて

コンビュータネットワーク研究会から提案のあったサーバ・ホストとして大学間ネットワ

ークに加入する学内センターや共同利用研の扱いについて審議の結果、この問題については

センター長懇談会で検討することになった。

4. その他

1) 運用会議の今後の在り方について

このことについて種々意見の交換が行われた結果、この問題については「大型計算機セ

ンターの今後の在り方」検討委員会（仮称）に検討を依頼することになった。

2)第 6回研究開発連合発表講演会の当番校について

第 6回講演会は、昭和 59年に北海道大学で開催することになった。

3) 次回運用会議の当番校について

次回運用会議は、来年（時期は未定）京都大学で開催することになった。
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